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■保険薬局の「レジ袋」は有料化の対象にならない 
 

７月 1日から全国で「レジ袋」の有料化がはじまりました。 

厚生労働省は６月 30 日、保険医療機関は「小売業」の事業者ではないの

で、有料化の義務の対象にはならないこと等を明確化した事務連絡を通知

しました。 

通知によれば、医療機関内の薬局で出された調剤の薬袋およびレジ袋は、

有料化の対象にならず、また、コンタクトレンズ等の医療機器やサプリメ

ント等の食品も、患者のために療養の向上を目的としていることから、有料

化の対象には当たらない、としています。 

ただし、医療機関の中にあるコンビニについては、院内であっても「売店等の小売業」にあ

たるため、そこで提供されるレジ袋は、有料義務化の対象になります。 
（参考：https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/joho/soshiki/isei/ian/oshirase/02tuti.files/020630plastic.pdf） 

 

■2019年度の臓器移植実施状況が国会で報告 

‐腎移植希望登録者数は前年より増加- 
 

 ６月 16日、参議院厚生労働委員会

において厚労大臣から 2020 年３月

末現在の臓器移植実施状況の概要が

報告されました。 

これは 1997 年に臓器移植法が制

定された際、厚生労働大臣は参議院

厚労省委員会で臓器移植等の実施状

況を報告することが付帯決議で定め

られ、以降毎年、国会で報告されて

いるものです。 

 昨年度の腎移植の希望登録者数は

１万 2,559 名。前年同月末と比べる

と 504 名増えました。なお、前年の

2019年３月末は 1万 2,055名で対前

年と比べると、昨年は大きく減少し

ていました。 

臓器提供者数では、全体では 94名

から脳死提供が行われ、前年度から

24 名増えました。心停止後の提供は

腎臓では 111 名（前年度より 12 名

増）、移植実施数は 216件（前年度よ

り 24件増）でした。 

移植後の生存率および生着率では、 

5年生存率は 91.2％（前年度より 0.1％向上）、5年生着率は 78.4％（同 0.34％向上）と、予後

の成績は向上しました。 
（参考：https://www.mhlw.go.jp/content/000645355.pdf） 

「臓器移植の実施状況等に関する報告書」より抜粋 
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